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循環器疾患は治療法の進歩や高齢化社会を反映して、疾病が重症化し、かつ複合化してきている。し

たがって、診療ガイドラインに基づき対応することを基本としてはいるが、個々の症例の特殊性に対応

する柔軟性が要求されている。さらにその治療は、予後の改善のみならず、QOL の改善が重要となって

いる。 

虚血性心疾患：内科的治療や再灌流療法の進歩により、心不全や不整脈を合併する症例が増加してい

る。ICD 植え込みなどの不整脈への対応と、包括的治療としての心臓リハビリテーションが重要と考え

られる。後者は現在準備中である。 

心不全：心不全は急性心不全治療と慢性期心不全治療からなる。特に急性心不全においてはその予後

を改善する治療法は確立していない。我々は、急性心不全の本体と考えられるうっ血の定量化と、うっ

血をもたらす心腎連関に着目し、その病態の解明と治療法の確立に取り組んでいる。また、高齢者心不

全、再入院を繰り返す症例に対する対応を課題として取り組んでいる。 

重症心不全：拡張型心筋症は難病（特定疾患）の一つであるが、循環器科では、本疾患を含む重症心

不全治療を重点課題の一つとしている。 

 不整脈診療：頻脈性不整脈に対する基本的なカテーテルアブレーション治療を提供する。また、高齢

者心房細動に対して積極的にワーファリンを導入し、心原性脳梗塞の予防を行っている。 

 心原性脳塞栓の予防：高齢者の一次予防で重要なものに心原性脳塞栓がある。心原性脳塞栓のうち約

半数は非弁膜性心房細動(NVAF)が原因であり、70 才以上の高齢者で NVAF が飛躍的に増加することか

ら、この疾患群における脳梗塞の予防は極めて重要である。1998 年 4 月より塞栓予防を目的とした「心

房細動外来」を開設し、ハイリスク患者に予防的にワーファリンを使用することにより一次、二次予防

に努めてきた。この分野において当院は全国でもオピニオンリーダー的存在であり、今後ワーファリン

にかわる新しい抗凝固薬の開発治験にも大きな役割を果たしている。 
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